
213 

（２）歴史的町並み保存事業 

 

名古屋市では、「名古屋市町並み保存要綱（昭和 58 年制定）」に基づき、「有

松」、「白壁・主税・橦木」、「四間道」、「中小田井」の４地区を町並み保存地区

に指定し、市内に残る優れた歴史的景観を後世に伝えるために、地域の人々の

理解と協力を得て、町並みを保存しつつ、良好な住環境の整備を図ることによ

り、地区の特性を活かしたまちづくりを行っている。 

 保存地区内では、町並みの特性を維持している古い建造物（建物・門・塀な

ど）を「伝統的建造物」として指定し、各地区に、伝統的建造物を対象とした

「修理基準」と、伝統的建造物以外の建造物を対象とした「修景基準」を定め

ている。 

 修理基準では、建造物の修理を行う際には伝統的な建造物の様式にならって

復原・修理することなどを定め、修景基準では、建築行為等を行う際には周囲

の町並みに調和するように配慮することなどを定めているが、保存地区内にお

いて、建築物や工作物の新築、増改築、除却等を行う場合は、事前に届出をす

るよう要請している。 

 

町並み保存地区と重点区域の位置 
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 重点区域のうち、「名古屋城周辺地区」内には、「白壁・主税・橦木」と「四

間道地区」が含まれる。 

 

ア 白壁・主税・橦木地区 約１４．３ヘクタール 

 白壁・主税・橦木地区は江戸時代以来の武家屋敷跡の地割を良く残しており、 

門・塀と緑樹からなる屋敷景観と戦前の優れた近代洋風建築が立ち並ぶ町並み

を形成している。 
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●伝統的建造物の修理基準 

 

 伝統的建造物については、それぞれ、固有の形式に従い、その復元・保存修

理を行うものとする。 
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●伝統的建造物以外の建造物等の修景基準 
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イ 四間道地区 約２．８ヘクタール 

 

 四間道地区は、慶長１５年（１６１０）に始まった清須越しにともなってつ

くられた商人町で、堀川の水運を利用して隆盛を誇った清須越し商人の栄華の

跡である土蔵群と町家が城下町の面影を残している。 
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●伝統的建造物の修理基準 
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●伝統的建造物以外の建造物等の修景基準 

 

 

 

 

 

 

  




